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45．体液および胎盤中のCA　125に関する研究
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　CA　125は卵巣癌の腫瘍マーカーとして臨床的に汎用

されている．しかし，卵巣癌以外に胃癌，肝癌，胆嚢癌，

膵癌，肺癌等においても陽性がしばしば認められている．

CA　125は正常者の唾液，羊水および胎盤中にも存在す

る．唾液中には200U／m1以下存在するが，血液ルイス

型とは特に関係は認められなかった．胎盤中にも多量

（1，000U／wt（g））存在し，ゲル濾過にて分子量50万程度と

推定された．羊水中（妊娠週数15～25週）にも正常血清

レベル以上（150～200U／ml）が存在していた．胎盤抽

出液をCon　A結合Sepharoseにて分画すると，結合分

画に約80％のCA　125活性が認められ，また0．6　M　PCA

抽出では，約66％のCA　125活性が抽出された．これら

のことから，CA　125はPCAで抽出される糖蛋白であ

ろうと推定された．CA　125と胎盤性アルカリフォスフ

ァターゼ（PALP）ともに妊娠血中に高値であり，また組

織分布も類似しているという報告があるので両者の類似

性を検討した．PALPは血清，唾液および胎盤抽出液

（333U／wt（g））のゲル濾過で分子量13万の分画に存在し

ていた．羊水（妊娠15～25週）のCA　125活性は，　ALP

酵素活性との相関は認められなかったもののRIAで測

定したPALPの免疫活性とは，負の相関が認められた．

胎盤抽出液中のCAl25耐熱性は，65°C　10分で約50％

失活したが，PALP酵素活性は失活しなかった．羊水に

おいては，10例中9例がCAl25活性で約50％に失活

した．PALP免疫活性は，5例に失活したが，　PALP酵

素活性は全例失活してしまい，羊水中のPALP活性は，

胎盤と異なる耐熱性を示した．抗PALP家兎血清でCA

125活性の中和実験を行うと，20～30％の活性低下が認

められたが，免疫学的交叉反応によるものかは不明であ

り，さらに検討していきたい．

　モノクローナル抗体の手法を用いて開発された新しい

腫瘍マーカーCA　19－9は膵臓癌などの診療に臨床的に

きわめて有用であるが，最近CA　19－9はルイス（Le）式血

液型物質と密接な関係があることが明らかになった．そ

こでまず健常者において赤血球ルイス式血液型と血清

CA　19－9濃度との関係を検討したところ，血清CA　19－9

濃度はルイス式血液型の表現型により，明らかな差異が

認められた．

　Le（a＋b－）型のヒト（N－・・10）では血清CA　19－9が

40．8土19．3U／mlと最も高く，次いでLe（a－b＋）型

（N＝20）では11．4土3．OU／m～，　Le（a－b－）型のヒト

（N＝10）では血清中にCA　19－9はほとんど検出されな

かった．しかし同時に測定したCA　125，　CEAはルイス

式表現型の間に有意差が見られなかった．生まれつきル

イス遺伝子をもたない表現型Le（a－b－）のヒトではル

イス型物質の産生が見られず，血清中にCA　19－9が検

出されなかったものと考えられる．

　Le（a－b－）型のヒト血中には抗ルイス抗体が存在す

ることがあり，その場合には添加したCA　19－9の回収

が不良となる．これらの結果はCA　19－9とルイス抗原

が密接な関係にあることを裏づけており，今後さらに両

者の関係の検討が必要と思われる．
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　腎機能を表わす1つの指標である糸球体濾過率

（GFR）は従来よりクレアチニンクリアランス（Ccr）で

求められてきたが，近年の核医学の発展によって，少量

のRI静注後，ガンマカメラによって腎に集積するカウ
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